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◆準々決勝◆ 12月 13日(日) 試合結果 
◇味の素フィールド西が丘   【17】 阪南大  3(延長)2  大体大 【18】早大    1-4    国士大  
◇町田市立陸上競技場     【19】 明大 3(５PK4)3 順大   【20】流経大 1(延長)2 関学大 
 

アパマンショップ Presents 平成 27 年度第 64 回全日本大学サッカー選手権大会 
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明治大学 vs 関西学院大学 12 月 16 日(水) 13:00 
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国士舘大学 vs 阪南大学 12 月 16 日(水) 13:00 
BMW ス 

総理大臣杯の決勝と同カードとなった準決勝の明治大対関西学
院大戦。夏の対戦では関学大に 0－2 と完敗を喫し、「２位で終わ
って率直にくやしい」（栗田大輔監督）という明治大にとっては雪
辱をはたす絶好のチャンスだ。一方、前の試合で流通経済大に１
年ごしのリベンジを成功させた関学大は、立場変わってリベンジ
を“受ける”側になる。 

準々決勝では、両チームとも 90 分で決着がつかずに延長、PK
戦までもつれこんだ。明治大は、順天堂大に 3 度追いつかれなが
ら PK 戦で辛うじて準決勝に駒を進めた。3 失点という数字は、「い
い守備からいい攻撃へ」をモットーとする明治大らしからぬ数字
のように思えるが、栗田監督は「どう詰めていくかという問題は
あるが」と前置きしながらも、「コンパクトなライン設定は間違っ
ていなかったと思う」と振り返る。3 点のうち 2 点がセットプレ
ーからの得点とはいえ、それ以外にも多く決定機が作れているの
は好材料。総理杯の決勝では「決定機の差が勝負の分かれ目」だ
っただけに、「精度は求めなければならないが、縦パスのつながり
からゴールを狙うというサッカーもできていた」と、手応えを感 
じている様子だ。エースの FW 和泉竜司（4 年）も 2 試合連続得点と好調で、「相手にとって怖い選手に
なれなかった」（和泉）という夏のリベンジを狙う。 
 一方、関学大は先制点を許しながらも終盤に追いつき、延長戦で逆転勝利を収めた。昨年のインカレ
決勝では「失点して慌てて選手交代して負けた」（成山一郎監督）が、今年はその教訓を活かし、失点後
に投入した MF 森信太朗（4 年）がアクセントとなり、FW 呉屋大翔（4 年・G 大阪内定）の同点弾を
お膳立てした。前半はなかなかチャンスを作れなくとも焦ることなく、後半からの選手起用とポジショ
ンの修正できっちり結果を出したところは、さすが“夏の王者”。エース呉屋の得点力はもちろんだが、
個の力でゴール前までボールを運ぶことのできる MF 小林成豪（4 年・神戸内定）が中盤を圧倒できれ
ば、関学大に死角を見つけることは難しいだろう。                  （文・飯嶋玲子） 

 ともに同地区対決を制して準決勝へ駒を進めたが、その戦いぶり
は対照的だった。国士舘大は、桃山学院大を相手に苦戦した 2 回戦
とは異なり、充実の内容で関東王者・早稲田大を破った。FW 山本
真也（4 年）と FW 松本孝平（3 年）の 2 トップが絶えずプレスを
かけて相手に自由を与えず、球際での競り合いでも上回ってペース
を掴む。前半に 2 得点を挙げると、後半には 51 分に CK から 3 点
目を奪い、勝負を決めた。さらに 61 分にも FK から DF 藤嵜智貴
（3 年）が決定的なヘディングシュートを放ち、最後はこぼれ球を
FW 松本が蹴り込んで 4 点目を挙げた。セットプレーから 2 得点を
決め、細田三二監督は「精度の高いボールを蹴っている」と MF 荒
木翔（2 年）を評価。準決勝でも、背番号 9 のキックが 1 つの突破
口になるだろう。関東リーグで 22 試合 19 失点の堅守を誇った早稲
田大を相手に 4 得点を奪ったことは自信になるはずだ。「自分たち
の良さを出していきたい」と指揮官は語り、DF 山田真己人（4 年）
は「たくさんの人の思いを受けて戦っている。絶対に優勝する」と
力を込めた。高いモチベーションを糧に、準々決勝で作った良い流
れを持続していきたい。 
  一方、大阪体育大と対戦した阪南大は、59 分に相手に退場者が出て数的優位に立ったものの、90 分
間では決着をつけられず。延長前半に 1 点を勝ち越したが追いつかれ、107 分に挙げた 3 点目で何とか
勝ち切った。とはいえ、108 分に 2 人目の退場者を出した相手に最後まで苦戦し、あわや同点という場
面も作られた。須佐徹太郎監督は「このレベルでは正直厳しい……。修正できる部分はしっかりと直さ
ないと」と、苦笑いしつつ振り返った。「もっと落ち着いてパスを回して、相手をいなさないといけない」
という指揮官の言葉を受け、MF 松下佳貴（4 年・神戸内定）を軸としたミドルゾーンがポゼッション
で優位に立ち、主導権を握っていきたい。2 試合連続 2 得点と好調を維持している FW 前田央樹（3 年）
に注目だ。延長戦を戦い終えた後、中 2 日で迎える準決勝。コンディションの調整も大きなカギになる
だろう。                                   （文・内藤悠史） 
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